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令和３年度も、新型コロナウイルス感染症の影響により活動の中止が

続きましたが、流行状況の落ち着いた時期に感染予防対策を十分に

行いながら、2回の講義を実施しました。講師として、川崎医療福祉大

学石本恭子先生をお迎えし、『フレイル』について学びました。

「健康寿命をのばす秘訣～体・心・地域のつながりから考える～」

リモートで石本先生と吉野町をつないで講

義を実施し、「フレイルとは何か」、「コロナ禍

の影響によるフレイル」について学びました。

『フレイル』とは？
加齢に伴って、気力や体力が徐々に落ち、不健康を引き

起こしやすい状態のこと。

「身体的フレイル・サルコペニア」

いきいきクラブでは、健康づくりや介護予防の輪を吉野町全体に広げるため、毎年がん検診や

禁煙、減塩の啓発活動などを行っています。また、身近な健康の課題について、いきいきクラ

ブの中で学び、ご自分の地域のサロンなどで広めている方もいます。

一緒に健康や介護予防について学んだり、啓発活動をしてみませんか？

ご興味のある方は、保健センター【℡（32）0521】までご連絡ください。

「いきいきクラブ」で一緒に活動したい方を募集！
募
集
中

令和３年度　

いきいきクラブ
　　　　　　活動報告

昨年
４月２３日
開催

石本先生を吉野町に招き、初めての対面で

の講義を行いました。

サルコペニアに関することや、お家で簡単に

出来る体操を教えてもらいました。

『サルコペニア』とは？
加齢による筋肉量の減少・引力の低下のことをいいま

す。先生によると、定期的な運動を続けることで筋力は

強くなるそうです。筋力を維持することは、転倒予防等

にも効果があります。皆さんも、ご自身に合った運動や

体操を発見し、定期的な実施を習慣にしてみましょう。

昨年
11月26日
開催

生涯学習情報
申

記載している各事業については、吉野町新型コロナウイルス感染症対策本部等の指示により、変更・中止となる可能性があります。

問     教育委員会事務局 生涯学習課 　TEL（３２）5268　FAX（３２）５６８９
〒６３９－３１１１  吉野町上市133　e-mail：syakai_e@town.yoshino.lg.jp
※内容に変更等があれば、文字ニュースもしくは次号の生涯学習情報でお知らせします。

　　 　※ご不明な点や申し込みについては、上記までご連絡ください。

子どもたちの安全・安心のために  ～吉野さくら学園開校による児童の登下校～

　町内の学校園では、地域と共にある学校園づくり

を進めています。日々の登下校中の子ども達の安全

見守り活動をはじめ、校内環境整備、学習支援など、

学校園の教育活動に、多くの地域の方々に関わって

いただき、お力添えくださっています。ありがとうご

ざいます。

　桜咲く４月。子ども達にとっては新学期を迎えま

す。大きなランドセルを背中に登下校する小学新１

年生の姿が見られる季節です。吉野町立小中一貫教

育校「吉野さくら学園」が開校する今季から、町内の

小学校児童は町内各地から８路線で学園までバスを

使っての通学（河原屋区域は徒歩）となります。

　これまで徒歩通学地域の方には見慣れた児童の

登下校風景に変化を感じられることと思いますが、

引き続き、地域全体で子どもたちの安全を守る地域

づくりにご協力お願いします。

暮らしの中で、本に親しむひとときを

「吉野町中央公民館（５階） 図書室」
開館日時：（水曜日）13時～16時30分

【 6日、13日、20日、27日 】

（土曜日）9時～12時、13時～16時30分
【 2日、9日、16日、23日、30日 】

「りゅうもんぶんこ　こどもライブラリー」
場　　所：吉野町中央公民館 1階
開 館 日：（水曜日）13日、20日、27日
　　　　  4月6日は図書整理のため、お休みします。
時　　間：10時～12時、13時～16時30分
◆シール帳が新しくなります。新規・更新の方に　　
プレゼントがあります。

※詳しくは、こども園・小学校でお配りする　　　
「こどもライブラリーだより」をご覧ください。

「ながら見守り」で増やす「地域の目」

▶登下校時の子どもたちへの声かけ、（「いって

らっしゃい」「おかえり」等）

▶登下校時間にあわせた玄関前の清掃や花の水

やりなど手入れをしながら・・・

▶散歩をしながら、農作業をしながら・・・

見守り活動は
無理なく、できることを
できる範囲で
できる時に
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募
　
集

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

◆
随
時
募
集
（
受
付
中
）

　
上
市
駅
東
口
町
営
住
宅　
２
戸

　
飯
貝
町
営
住
宅　
１
戸

　
問
町
民
税
務
課　
住
宅
担
当

　
℡(

32)

３
０
８
１(

土
・
日
・
祝
日
は
除
く)

警
察
官
採
用
試
験

◆
受
験
資
格

　

平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大

学
を
除
く
。
）
を
卒
業
し
た
方
ま
た
は
、

令
和
５
年
３
月
末
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み

の
方

◆
受
付
期
間

　
４
月
15
日
（
金
）
ま
で

　
・
郵
送(

簡
易
書
留
で)

・
持
参(

直
接
奈
良
県
警
察
本
部
警
務
課
採

用
係
へ)

　
４
月
11
日
（
月
）
ま
で

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト(

県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら)

◆
第
１
次
試
験
日

　
①
教
養
試
験・論
文
試
験

　
　
５
月
８
日
（
日
）

　
②
体
力
試
験・口
述
試
験

　

５
月
21
日
（
土
）
、
22
日
（
日
）
の
う　

ち
指
定
す
る
１
日

◆
採
用
予
定
人
数

　

(

大
卒
区
分)

　
男
性
35
人
程
度
・
女
性
5
人
程
度

　
問
奈
良
県
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係

〒
６
３
０–

８
５
７
８

奈
良
市
登
大
路
町
80
番
地

℡
０
１
２
０(

３
５
１)

２
０
４

(

採
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル)

　

https:/w
w

w
.police.pref.nara.jp/   

　
category/5-0-0-0-0.htm

l

国
税
専
門
官
募
集

◆
受
験
資
格

①
平
成
４
年
４
月
２
日
〜
平
成
13
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
方

②
平
成
13
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
方
で
、

次
に
該
当
す
る
方

⑴
大
学
を
卒
業
し
た
方
及
び
令
和
５
年
３
月

ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
方

⑵
人
事
院
が
⑴
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と

認
め
る
方

◆
試
験
の
程
度　
大
学
卒
業
程
度

◆
申
込
受
付
期
間

　
４
月
４
日
（
月
）
ま
で

　
原
則
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
と
な

り
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

　

https://w
w

w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l

◆
試
験
日
及
び
試
験
種
目

　
第
１
次
試
験　
６
月
５
日
（
日
）

　
　
基
礎
能
力
試
験
・
専
門
試
験

　
第
２
次
試
験

　
　
７
月
４
日
（
月
）
〜
７
月
15
日
（
金
）

（
第
１
次
試
験
合
格
通
知
書
で
指
定
す
る

日
時
）

　
　
人
物
試
験
・
身
体
検
査

　

（
注
）
第
２
次
試
験
の
際
、
人
物
試
験
の

参
考
と
す
る
た
め
、
性
格
検
査
を
行
い　

ま
す
。

◆
第
１
次
試
験
合
格
者
発
表
日

　
６
月
28
日
（
火
）
９
時

◆
最
終
合
格
者
発
表
日

　
８
月
16
日
（
火
）
９
時

※
採
用
予
定
数
は
、
別
途
、
人
事
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。
採
用
予
定
数
は
変

動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
最
新
情
報
は
人

事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
大
阪
国
税
局
人
事
第
二
課
（
試
験
係
）

　
℡
０
６
（
６
９
４
１
）
５
３
３
１

　
吉
野
税
務
署
総
務
課　
℡
（
32
）
３
３
８
５

※
採
用
情
報
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
　

　
（https://w

w
w

.nta.go.jp

）
の

　
「
国
税
庁
等
に
つ
い
て
」
➡
「
採
用
情
報
」

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
知
ら
せ

守
り
ま
し
ょ
う 

人
と
自
然
を
火
災
か
ら

春
先
は
空
気
が
乾
燥
し
、風
が
強
く
な
る
た
め

山
火
事
が
多
く
発
生
し
ま
す
。レ
ジ
ャ
ー
目
的

で
入
山
す
る
方
は
、た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
は
絶

対
に
し
な
い
な
ど
、マ
ナ
ー
の
向
上
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

美
し
い
水
と
、き
れ
い
な
空
気
は
、深
く
大
き
な

森
か
ら
の
贈
り
物
で
す
。こ
の
貴
重
な
財
産
を

い
と
も
た
や
す
く
消
失
さ
せ
る
と
、そ
の
回
復

に
は
長
い
年
月
と
多
く
の
労
力
を
必
要
と
し
ま

す
。次
の
こ
と
に
注
意
し
て
山
火
事
を
防
ぎ
、大

切
な
森
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

３
つ
の
注
意
点

●
強
風
乾
燥
時
に
焚
き
火
を
し
な
い
。

●
タ
バ
コ
は
必
ず
消
す
。　
ポ
イ
捨
て
し
な
い
。

●
紙
く
ず
や
ビ
ニ
ー
ル
は
延
焼
の
も
と
。必
ず

持
ち
帰
る
。

問
吉
野
消
防
署　
℡(

32)

１
０
１
１

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策

◆
有
害
鳥
獣
捕
獲
頭
数
（
２
月
分)

　
ニ
ホ
ン
ジ
カ
28
頭 

イ
ノ
シ
シ
５
頭　

　
令
和
３
年
度　
累
計
２
３
７
頭

問
農
林
振
興
課　
℡(

32)

３
０
８
１
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町
の
組
織
を
一
部
変
更
し
ま
す

令
和
４
年
４
月
１
日
付
け

（
旧
）
産
業
観
光
課
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
準

備
室

（
新
）
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
課
ス

ポ
ー
ツ
振
興
室

※
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
の
担
当
業
務

社
会
体
育
、
吉
野
運
動
公
園
、
津
風
呂
湖

カ
ヌ
ー
競
技
場
施
設
、
ワ
ー
ル
ド
マ
ス

タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
関
西
、
カ
ヌ
ー
普
及
に

関
す
る
こ
と

問
総
務
課　
N
T
T
…
℡
(32
)３
０
８
１

　
無
料
労
働
相
談
会

経
験
豊
富
な
奈
良
県
労
働
委
員
会
の
委
員
が
、

公
正
・
中
立
な
立
場
で
、
解
雇
や
賃
金
問
題
、

パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
労
働
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
相

談
（
募
集
や
採
用
の
相
談
は
除
く
）
に
応
じ
ま

す
。
（
一
人
30
分
程
度
・
要
予
約
）

　
毎
月
第
２
木
曜
日
15
時
～
16
時
（
原
則
）

　
奈
良
県
奈
良
総
合
庁
舎
２
階
会
議
室

（
奈
良
市
法
蓮
町
７
５
７
）

◆
対
象　
県
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
労
働
者
、

県
内
に
事
業
所
の
あ
る
事
業
主

※
労
働
委
員
会
の
委
員
（
公
益
委
員
〔
弁
護
士

等
〕
、
労
働
者
委
員
〔
労
働
組
合
役
員
〕
、

使
用
者
委
員
〔
企
業
役
員
等
〕
）
が
三
者
一

組
と
な
っ
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
４
月
は
14
日
（
木
）
に
実
施　

　
問
奈
良
県
労
働
委
員
会
事
務
局

（
予
約
は
前
日
の
16
時
30
分
ま
で
）

　
℡
０
７
４
２(

20)

４
４
３
１

　
FAX
０
７
４
２(

23)

３
５
３
０

　

https://w
w

w
.pref.nara.jp/1704.

htm
l

記
事
の
訂
正
（
３
月
号
）

９
ペ
ー
ジ
掲
載

吉
野
小
学
校
・
吉
野
北
小
学
校
「
３
月
31
日
閉

校
記
念
」
吉
野
小
学
校
校
長
の
あ
い
さ
つ
文

（
７
行
目
）
の
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
訂
正
し
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

【
正
】
約
三
五
〇
〇
人
が
こ
の
校
舎
で
学
び
ま

し
た
。

【
誤
】
約
五
五
〇
〇
人
が
こ
の
校
舎
で
学
び
ま

し
た
。教

育
委
員
会
事
務
局
教
育
総
務
課

℡
(32
)０
１
９
０

11
ペ
ー
ジ
掲
載

吉
野
高
校
建
築
工
学
科
の
「
建
築
甲
子
園
奨
励

賞
受
賞
」
掲
載
写
真
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
（
吉
野

高
校
３
年
生
発
表
者
氏
名
）
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
こ
に
訂
正
し
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

【
正
】
小
坂
翔
さ
ん

【
誤
】
小
阪
翔
さ
ん

政
策
戦
略
課
広
報
広
聴
室

℡
(32
)9
0
9
0

１分 1秒でも早く患者さんのもとへ　走る！ドクターカー

救急医療の現場では1分1秒でも早く治療を始めること
が患者の命を救うことになり後遺症を減らすことに直結
します。奈良県広域消防組合は、奈良県立医科大学附属
病院と協同し通報内容から医師、看護師と救急隊員が患
者のもとへ駆けつけるドクターカーを運用・運行していま
す。（出場範囲：奈良県広域消防組合管内〔奈良市、生駒
市除く〕）

ご協力
ください

ドクターカー最大の特徴は機動力を活かした医師と看
護師による早期医療行為の開始です。救急車との合流
にコンビニや飲食店などの駐車場、空地を利用させてい
ただくことがあります。ご理解とご協力をよろしくお願い
します。

問奈良県広域消防組合警防部救急課　
　℡０７４４(26)０１１６（平日９時～17時）救急隊

合 

流
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